
さいたま地方裁判所 令和７年１１月１４日実施
令和７年度 県民の日法学習イベント

新成人【その一言の重さ】
～裁判官と考えてみた～

実施報告
県内在住・在学の高校生に参加いただいて、新成人が直面する可能
性のある法的トラブルの事例を題材にグループディスカッションを行いま
した。

被害者参加の内容を含む

事例１
「働いたのに
給料が出ない…」グループでの検討

大学生とそのアルバイト先の会社がトラブル
になったという設定で、法的にどのような主張
ができるか、それぞれの立場から検討しました。
検討は、グループごとに、六法全書や配布資料
を参照しながら裁判官と一緒に行いました。

ディスカッション
検討した内容をもとに、原告・被告の立
場に分かれてディスカッションをしました。
参加者から積極的な意見が飛び交い、
裁判官も参加者からの様々な質問に分
かりやすく解説を入れ、ディスカッションは
大いに盛り上がりました。
裁判官による講評の際は、どの参加者

も真剣に耳を傾けていました。

法廷見学・記念撮影
意見交換会後、希望者は法廷を見学し
ました。また、裁判官の法服を着用し、記
念撮影を行いました。

参加者の声（一部抜粋）

・裁判官の話が分かりやすく勉強になりました。
・裁判官が思ったよりも身近な存在に感じました。
・それぞれの立場から自由な議論ができてよかった。
・裁判官の仕事内容や法律の役割を知ることができ、とても勉強になりました。
・普段は関わることのない法曹という職業の人と交流することができ、将来を考え
る上でとても参考になりました！

事例２
「良かれと思ってSNSに

投稿したのに…」
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